
東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会会会会会報報報報東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会会会会会報報報報

第２３号
〈令和４年（２０２２年）１月１日〉

第２３号
〈令和４年（２０２２年）１月１日〉

発発発発行行行行所所所所 東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

〒〒〒〒111166662222----0000888844444444

東東東東京京京京都都都都新新新新宿宿宿宿区区区区市市市市谷谷谷谷八八八八幡幡幡幡町町町町１１１１３３３３番番番番地地地地

東東東東京京京京洋洋洋洋服服服服会会会会館館館館９９９９階階階階

TTTTEEEELLLL::::00003333----6666222288880000----8888444422227777

FFFFAAAAXXXX::::00003333----6666222288880000----8888444422228888

eeee----mmmmaaaaiiiillll::::iiiinnnnffffoooo@@@@ttttddddaaaa....ttttooookkkkyyyyoooo

発発発発行行行行所所所所 東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

〒〒〒〒111166662222----0000888844444444

東東東東京京京京都都都都新新新新宿宿宿宿区区区区市市市市谷谷谷谷八八八八幡幡幡幡町町町町１１１１３３３３番番番番地地地地

東東東東京京京京洋洋洋洋服服服服会会会会館館館館９９９９階階階階

TTTTEEEELLLL::::00003333----6666222288880000----8888444422227777

FFFFAAAAXXXX::::00003333----6666222288880000----8888444422228888

eeee----mmmmaaaaiiiillll::::iiiinnnnffffoooo@@@@ttttddddaaaa....ttttooookkkkyyyyoooo

東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
佃佃佃佃
和和和和夫夫夫夫

副副副副会会会会長長長長
田田田田中中中中達達達達也也也也

副副副副会会会会長長長長
浅浅浅浅野野野野敏敏敏敏雄雄雄雄

副副副副会会会会長長長長
川川川川本本本本裕裕裕裕康康康康

副副副副会会会会長長長長
金金金金澤澤澤澤博博博博範範範範

副副副副会会会会長長長長
山山山山
田田田田忠忠忠忠昭昭昭昭

副副副副会会会会長長長長
滝滝滝滝島島島島秋秋秋秋生生生生

理理理理事事事事長長長長
武武武武内内内内誠誠誠誠
一一一一

昭昭昭昭島島島島市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
中中中中野野野野義義義義弘弘弘弘

ああああききききるるるる野野野野市市市市秋秋秋秋川川川川地地地地区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会会会会会長長長長
山山山山
口口口口幸幸幸幸男男男男

ああああききききるるるる野野野野市市市市五五五五日日日日市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会
会会会会長長長長
青青青青木木木木
豊豊豊豊

板板板板橋橋橋橋区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
瀬瀬瀬瀬尾尾尾尾正正正正弘弘弘弘

江江江江戸戸戸戸川川川川区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石田田田田
健健健健

青青青青梅梅梅梅市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石川川川川
清清清清

奥奥奥奥多多多多摩摩摩摩町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石田田田田芳芳芳芳英英英英

北北北北区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
小小小小俣俣俣俣雅雅雅雅宏宏宏宏

小小小小平平平平市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
永永永永
田田田田政政政政弘弘弘弘

狛狛狛狛江江江江市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
栗栗栗栗山山山山欽欽欽欽行行行行

自自自自衛衛衛衛隊隊隊隊荒荒荒荒川川川川区区区区協協協協力力力力会会会会

会会会会長長長長
片片片片岡岡岡岡正正正正光光光光

品品品品川川川川区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
鈴鈴鈴鈴木木木木征征征征雄雄雄雄

渋渋渋渋谷谷谷谷区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
近近近近藤藤藤藤彰彰彰彰敏敏敏敏

新新新新宿宿宿宿区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
大大大大家家家家章章章章嘉嘉嘉嘉

杉杉杉杉並並並並区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
川川川川元元元元賢賢賢賢
一一一一郎郎郎郎

世世世世
田田田田谷谷谷谷区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
横横横横山山山山健健健健
一一一一

立立立立川川川川市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石川川川川
進進進進

千千千千代代代代
田田田田
・・・・中中中中央央央央防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
柿柿柿柿﨑﨑﨑﨑裕裕裕裕治治治治

豊豊豊豊島島島島区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
吉吉吉吉村村村村辰辰辰辰明明明明

新新新新島島島島村村村村防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
前前前前
田田田田靖靖靖靖男男男男

西西西西東東東東京京京京市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
山山山山
田田田田忠忠忠忠昭昭昭昭

練練練練馬馬馬馬区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
村村村村上上上上悦悦悦悦栄栄栄栄

八八八八王王王王子子子子市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
森森森森上上上上秀秀秀秀男男男男

羽羽羽羽村村村村市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
濱濱濱濱中中中中俊俊俊俊男男男男

東東東東久久久久留留留留米米米米市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
佐佐佐佐藤藤藤藤嘉嘉嘉嘉
正正正正

東東東東村村村村山山山山市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
倉倉倉倉林林林林辰辰辰辰雄雄雄雄

東東東東大大大大和和和和市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
内内内内
直直直直樹樹樹樹

日日日日野野野野市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
土土土土方方方方尚尚尚尚功功功功

日日日日
のののの出出出出町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
嶋嶋嶋嶋﨑﨑﨑﨑
明明明明

檜檜檜檜原原原原村村村村防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
清清清清水水水水久久久久
巳巳巳巳

福福福福生生生生市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
田田田田村村村村利利利利光光光光

瑞瑞瑞瑞穂穂穂穂町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
高高高高水水水水永永永永雄雄雄雄

三三三三鷹鷹鷹鷹市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
金金金金井井井井富富富富雄雄雄雄

武武武武蔵蔵蔵蔵野野野野市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
島島島島崎崎崎崎義義義義司司司司

目目目目黒黒黒黒区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
小小小小野野野野瀬瀬瀬瀬康康康康裕裕裕裕

東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
佃佃佃佃
和和和和夫夫夫夫

副副副副会会会会長長長長
田田田田中中中中達達達達也也也也

副副副副会会会会長長長長
浅浅浅浅野野野野敏敏敏敏雄雄雄雄

副副副副会会会会長長長長
川川川川本本本本裕裕裕裕康康康康

副副副副会会会会長長長長
金金金金澤澤澤澤博博博博範範範範

副副副副会会会会長長長長
山山山山
田田田田忠忠忠忠昭昭昭昭

副副副副会会会会長長長長
滝滝滝滝島島島島秋秋秋秋生生生生

理理理理事事事事長長長長
武武武武内内内内誠誠誠誠
一一一一

昭昭昭昭島島島島市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
中中中中野野野野義義義義弘弘弘弘

ああああききききるるるる野野野野市市市市秋秋秋秋川川川川地地地地区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会会会会会長長長長
山山山山
口口口口幸幸幸幸男男男男

ああああききききるるるる野野野野市市市市五五五五日日日日市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会
会会会会長長長長
青青青青木木木木
豊豊豊豊

板板板板橋橋橋橋区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
瀬瀬瀬瀬尾尾尾尾正正正正弘弘弘弘

江江江江戸戸戸戸川川川川区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石田田田田
健健健健

青青青青梅梅梅梅市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石川川川川
清清清清

奥奥奥奥多多多多摩摩摩摩町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石田田田田芳芳芳芳英英英英

北北北北区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
小小小小俣俣俣俣雅雅雅雅宏宏宏宏

小小小小平平平平市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
永永永永
田田田田政政政政弘弘弘弘

狛狛狛狛江江江江市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
栗栗栗栗山山山山欽欽欽欽行行行行

自自自自衛衛衛衛隊隊隊隊荒荒荒荒川川川川区区区区協協協協力力力力会会会会

会会会会長長長長
片片片片岡岡岡岡正正正正光光光光

品品品品川川川川区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
鈴鈴鈴鈴木木木木征征征征雄雄雄雄

渋渋渋渋谷谷谷谷区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
近近近近藤藤藤藤彰彰彰彰敏敏敏敏

新新新新宿宿宿宿区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
大大大大家家家家章章章章嘉嘉嘉嘉

杉杉杉杉並並並並区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
川川川川元元元元賢賢賢賢
一一一一郎郎郎郎

世世世世
田田田田谷谷谷谷区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
横横横横山山山山健健健健
一一一一

立立立立川川川川市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石川川川川
進進進進

千千千千代代代代
田田田田
・・・・中中中中央央央央防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
柿柿柿柿﨑﨑﨑﨑裕裕裕裕治治治治

豊豊豊豊島島島島区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
吉吉吉吉村村村村辰辰辰辰明明明明

新新新新島島島島村村村村防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
前前前前
田田田田靖靖靖靖男男男男

西西西西東東東東京京京京市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
山山山山
田田田田忠忠忠忠昭昭昭昭

練練練練馬馬馬馬区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
村村村村上上上上悦悦悦悦栄栄栄栄

八八八八王王王王子子子子市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
森森森森上上上上秀秀秀秀男男男男

羽羽羽羽村村村村市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
濱濱濱濱中中中中俊俊俊俊男男男男

東東東東久久久久留留留留米米米米市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
佐佐佐佐藤藤藤藤嘉嘉嘉嘉
正正正正

東東東東村村村村山山山山市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
倉倉倉倉林林林林辰辰辰辰雄雄雄雄

東東東東大大大大和和和和市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
内内内内
直直直直樹樹樹樹

日日日日野野野野市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
土土土土方方方方尚尚尚尚功功功功

日日日日
のののの出出出出町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
嶋嶋嶋嶋﨑﨑﨑﨑
明明明明

檜檜檜檜原原原原村村村村防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
清清清清水水水水久久久久
巳巳巳巳

福福福福生生生生市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
田田田田村村村村利利利利光光光光

瑞瑞瑞瑞穂穂穂穂町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
高高高高水水水水永永永永雄雄雄雄

三三三三鷹鷹鷹鷹市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
金金金金井井井井富富富富雄雄雄雄

武武武武蔵蔵蔵蔵野野野野市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
島島島島崎崎崎崎義義義義司司司司

目目目目黒黒黒黒区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
小小小小野野野野瀬瀬瀬瀬康康康康裕裕裕裕

謹謹謹謹

賀賀賀賀

新新新新

年年年年

謹謹謹謹

賀賀賀賀

新新新新

年年年年

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

会

員

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

ご

家

族

皆

様

で

お

健

や

か

に

新

年

を

迎

え

ら

れ

て

い

る

事

と

、

衷

心

よ

り

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す

。

旧

年

中

は

防

衛

協

会

へ

の

深

い

ご

理

解

を

賜

り

、

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

さ

て

昨

年

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

・

変

異

型

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

が

一

昨

年

に

引

き

続

き

拡

大

し

、

東

京

都

に

お

い

て

は

昨

年

だ

け

で

も

３

度

の

「

緊

急

事

態

宣

言

」

と

、

更

に

そ

の

間

に

は

「

ま

ん

延

防

止

等

重

点

措

置

」

も

発

せ

ら

れ

、

延

べ

日

数

は

緊

急

事

態

宣

言

が

２

０

２

日

、

ま

ん

延

防

止

等

特

別

措

置

が

34

日

間

と

、

日

本

経

済

に

も

大

き

な

爪

痕

を

残

す

と

と

も

に

、

新

し

い

生

活

様

式

へ

の

対

応

が

強

い

ら

れ

る

等

、

非

常

に

苦

労

の

絶

え

な

い

一

年

に

な

り

ま

し

た

。わ

が

国

を

取

り

巻

く

情

勢

は

、

中

国

に

よ

る

南

シ

ナ

海

や

東

シ

ナ

海

に

お

け

る

一

方

的

な

活

動

や

北

朝

鮮

の

核

・

ミ

サ

イ

ル

開

発

の

継

続

、

更

に

は

湾

岸

地

域

を

巡

る

関

係

各

国

の

活

発

な

動

き

等

、

一

層

厳

し

さ

を

増

し

て

お

り

、

不

透

明

、

不

確

実

な

状

況

が

続

い

て

い

ま

す

。

ま

た

、

米

中

対

立

が

激

化

す

る

中

、

イ

ン

ド

太

平

洋

地

域

に

お

け

る

地

域

秩

序

の

安

定

化

に

向

け

、

過

去

に

も

増

し

て

日

米

同

盟

に

対

す

る

期

待

が

高

ま

っ

て

お

り

、

緊

密

な

日

米

関

係

の

醸

成

が

よ

り

一

層

重

要

性

を

増

し

て

お

り

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

中

、

自

衛

隊

の

皆

様

は

周

辺

海

空

域

の

警

戒

監

視

や

海

外

任

務

は

元

よ

り

、

大

規

模

自

然

災

害

等

に

も

即

応

す

る

為

、

日

々

訓

練

に

精

励

さ

れ

て

い

ま

す

。

昨

年

は

自

然

災

害

派

遣

に

加

え

て

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

拡

大

へ

の

対

応

と

し

て

、

東

京

大

手

町

及

び

大

阪

に

於

い

て

大

規

模

接

種

セ

ン

タ

ー

の

設

置

・

運

営

等

を

行

い

ま

し

た

。

当

初

計

画

か

ら

大

幅

に

延

長

し

て

活

動

が

継

続

さ

れ

新

型

コ

ロ

ナ

ワ

ク

チ

ン

の

接

種

推

進

に

大

き

な

役

割

を

果

た

し

た

事

で

、

自

衛

隊

の

組

織

力

の

大

き

さ

を

国

民

の

皆

様

に

情

報

発

信

出

来

、

自

衛

隊

に

対

す

る

信

頼

と

期

待

は

一

段

と

高

ま

っ

た

と

推

察

致

し

て

お

り

ま

す

。

ま

た

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

に

よ

る

影

響

で

一

昨

年

の

夏

か

ら

延

期

と

な

っ

た

「

東

京

２

０

２

０

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

・

パ

ラ

リ

ン

ピ

ッ

ク

」

が

昨

年

７

月

23

日

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

大

会

に

対

し

ま

し

て

は

、

防

衛

省

・

自

衛

隊

で

は

自

衛

官

ア

ス

リ

ー

ト

の

育

成

及

び

競

技

力

の

向

上

に

つ

い

て

準

備

を

進

め

て

来

ま

し

た

が

、

更

に

公

益

財

団

法

人

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

・

パ

ラ

リ

ン

ピ

ッ

ク

競

技

大

会

組

織

委

員

会

か

ら

の

依

頼

で

、

式

典

等

大

会

運

営

に

対

し

、

支

援

団

を

編

成

し

て

約

８

５

０

０

名

の

隊

員

を

も

っ

て

協

力

支

援

を

行

い

ま

し

た

。

そ

し

て

９

月

５

日

に

任

務

を

完

遂

し

支

援

団

は

解

散

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

よ

う

に

防

衛

省

・

自

衛

隊

は

あ

ら

ゆ

る

脅

威

に

対

す

る

安

全

・

安

心

の

確

保

の

為

の

行

動

や

国

家

的

行

事

へ

の

協

力

支

援

等

が

強

く

求

め

ら

れ

て

い

る

事

か

ら

、

自

衛

隊

を

支

援

す

る

防

衛

協

会

の

活

動

は

益

々

そ

の

重

要

性

が

高

ま

っ

て

い

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

と

し

て

は

各

地

区

協

会

と

の

連

携

を

更

に

深

め

る

と

共

に

、

特

別

会

員

の

皆

様

の

ご

協

力

を

得

て

「

国

民

の

防

衛

意

識

の

普

及

高

揚

を

図

る

と

共

に

自

衛

隊

を

激

励

支

援

す

る

」

と

い

う

本

会

の

目

的

達

成

に

向

け

て

会

勢

の

拡

大

及

び

各

種

事

業

を

推

進

し

て

参

り

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

の

で

、

本

年

も

引

き

続

き

皆

様

の

ご

支

援

・

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

終

わ

り

に

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

一

日

も

早

い

終

息

を

願

い

ま

す

と

共

に

、

各

協

会

の

益

々

の

ご

発

展

と

、

会

員

各

位

の

ご

多

幸

を

祈

念

し

て

新

年

の

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

明

け

ま

し

て
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め

で

と

う

ご

ざ

い
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す

。

会

員

の

皆
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に
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か
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ま
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て

は

、
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族

皆

様

で

お

健

や

か

に
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年

を

迎

え

ら

れ

て

い

る

事

と

、

衷

心

よ

り

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す

。

旧

年

中

は

防

衛

協

会

へ

の

深

い

ご

理

解

を

賜

り

、

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

さ

て

昨

年

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

・

変

異

型

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

が

一

昨

年

に

引

き

続

き

拡

大

し

、

東

京

都

に

お

い

て

は

昨

年

だ

け

で

も

３

度

の

「

緊

急

事

態

宣

言

」

と

、

更

に

そ

の

間

に

は

「

ま

ん

延

防

止

等

重

点

措

置

」

も

発

せ

ら

れ

、

延

べ

日

数

は

緊

急

事

態

宣

言

が

２

０

２

日

、

ま

ん

延

防

止

等

特

別

措

置

が

34

日

間

と

、

日

本

経

済

に

も

大

き

な

爪

痕

を

残

す

と

と

も

に

、

新

し

い

生

活

様

式

へ

の

対

応

が

強

い

ら

れ

る

等

、

非

常

に

苦

労

の

絶

え

な

い

一

年

に

な

り

ま

し

た

。わ

が

国

を

取

り

巻

く

情

勢

は

、

中

国

に

よ

る

南

シ

ナ

海

や

東

シ

ナ

海

に

お

け

る

一

方

的

な

活

動

や

北

朝

鮮

の

核

・

ミ

サ

イ

ル

開

発

の

継

続

、

更

に

は

湾

岸

地

域

を

巡

る

関

係

各

国

の

活

発

な

動

き

等

、

一

層

厳

し

さ

を

増

し

て

お

り

、

不

透

明

、

不

確

実

な

状

況

が

続

い

て

い

ま

す

。

ま

た

、

米

中

対

立

が

激

化

す

る

中

、

イ

ン

ド

太

平

洋

地

域

に

お

け

る

地

域

秩

序

の

安

定

化

に

向

け

、

過

去

に

も

増

し

て

日

米

同

盟

に

対

す

る

期

待

が

高

ま

っ

て

お

り

、

緊

密

な

日

米

関

係

の

醸

成

が

よ

り

一

層

重

要

性

を

増

し

て

お

り

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

中

、

自

衛

隊

の

皆

様

は

周

辺

海

空

域

の

警

戒

監

視

や

海

外

任

務

は

元

よ

り

、

大

規

模

自

然

災

害

等

に

も

即

応

す

る

為

、

日

々

訓

練

に

精

励

さ

れ

て

い

ま

す

。

昨

年

は

自

然

災

害

派

遣

に

加

え

て

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

拡

大

へ

の

対

応

と

し

て

、

東

京

大

手

町

及

び

大

阪

に

於

い

て

大

規

模

接

種

セ

ン

タ

ー

の

設

置

・

運

営

等

を

行

い

ま

し

た

。

当

初

計

画

か

ら

大

幅

に

延

長

し

て

活

動

が

継

続

さ

れ

新

型

コ

ロ

ナ

ワ

ク

チ

ン

の

接

種

推

進

に

大

き

な

役

割

を

果

た

し

た

事

で

、

自

衛

隊

の

組

織

力

の

大

き

さ

を

国

民

の

皆

様

に

情

報

発

信

出

来

、

自

衛

隊

に

対

す

る

信

頼

と

期

待

は

一

段

と

高

ま

っ

た

と

推

察

致

し

て

お

り

ま

す

。

ま

た

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

に

よ

る

影

響

で

一

昨

年

の

夏

か

ら

延

期

と

な

っ

た

「

東

京

２

０

２

０

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

・

パ

ラ

リ

ン

ピ

ッ

ク

」

が

昨

年

７

月

23

日

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

大

会

に

対

し

ま

し

て

は

、

防

衛

省

・

自

衛

隊

で

は

自

衛

官

ア

ス

リ

ー

ト

の

育

成

及

び

競

技

力

の

向

上

に

つ

い

て

準

備

を

進

め

て

来

ま

し

た

が

、

更

に

公

益

財

団

法

人

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

・

パ

ラ

リ

ン

ピ

ッ

ク

競

技

大

会

組

織

委

員

会

か

ら

の

依

頼

で

、

式

典

等

大

会

運

営

に

対

し

、

支

援

団

を

編

成

し

て

約

８

５

０

０

名

の

隊

員

を

も

っ

て

協

力

支

援

を

行

い

ま

し

た

。

そ

し

て

９

月

５

日

に

任

務

を

完

遂

し

支

援

団

は

解

散

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

よ

う

に

防

衛

省

・

自

衛

隊

は

あ

ら

ゆ

る

脅

威

に

対

す

る

安

全

・

安

心

の

確

保

の

為

の

行

動

や

国

家

的

行

事

へ

の

協

力

支

援

等

が

強

く

求

め

ら

れ

て

い

る

事

か

ら

、

自

衛

隊

を

支

援

す

る

防

衛

協

会

の

活

動

は

益

々

そ

の

重

要

性

が

高

ま

っ

て

い

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

と

し

て

は

各

地

区

協

会

と

の

連

携

を

更

に

深

め

る

と

共

に

、

特

別

会

員

の

皆

様

の

ご

協

力

を

得

て

「

国

民

の

防

衛

意

識

の

普

及

高

揚

を

図

る

と

共

に

自

衛

隊

を

激

励

支

援

す

る

」

と

い

う

本

会

の

目

的

達

成

に

向

け

て

会

勢

の

拡

大

及

び

各

種

事

業

を

推

進

し

て

参

り

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

の

で

、

本

年

も

引

き

続

き

皆

様

の

ご

支

援

・

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

終

わ

り

に

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

一

日

も

早

い

終

息

を

願

い

ま

す

と

共

に

、

各

協

会

の

益

々

の

ご

発

展

と

、

会

員

各

位

の

ご

多

幸

を

祈

念

し

て

新

年

の

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

新

年

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

12

月

22

日

付

け

で

第

40

代

第

１

師

団

長

の

職

を

拝

命

し

ま

し

た

兒

玉

陸

将

で

す

。防

大

33

期

平

成

元

年

卒

業

、

校

友

会

は

ラ

グ

ビ

ー

部

、

主

将

で

No

８

。

家

族

は

千

葉

県

に

妻

と

三

姉

妹

、

娘

夫

婦

に

孫

娘

。

勤

務

歴

は

、

空

挺

団

に

11

年

（

小

隊

長

～

団

長

）

、

福

島

県

郡

山

に

２

年

（

特

科

連

隊

長

）

、

函

館

に

２

年

（

地

本

募

集

班

長

）

、

目

黒

に

５

年

（

教

訓

研

本

、

学

生

）

、

広

島

に

1

年

（

13

旅

団

長

）

、

防

衛

省

市

ヶ

谷

に

11

年

（

陸

幕

担

当

～

課

長

、

監

察

官

、

内

局

・

統

幕

）

で

す

。

任

地

の

殆

ど

が

首

都

圏

で

あ

り

、

故

郷

の

宮

崎

で

の

生

活

よ

り

長

く

な

り

ま

し

た

。

第

２

の

故

郷

と

し

て

、

地

域

の

皆

様

の

ご

意

見

に

耳

を

傾

け

な

が

ら

、

専

心

努

力

し

て

参

り

ま

す

。

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

感

染

拡

大

が

よ

う

や

く

収

ま

り

、

二

年

ぶ

り

に

穏

や

か

な

お

正

月

を

お

過

ご

し

の

こ

と

と

思

い

ま

す

。

そ

ん

な

穏

や

か

さ

と

は

裏

腹

に

、

令

和

４

年

は

人

権

問

題

で

揺

れ

る

北

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

に

始

ま

り

、

10

月

に

は

習

近

平

主

席

の

３

期

目

突

入

を

決

め

る

共

産

党

大

会

と

米

国

中

間

選

挙

が

行

わ

れ

、

米

中

新

冷

戦

の

更

な

る

悪

化

が

懸

念

さ

れ

ま

す

。

首

都

圏

の

防

衛

・

警

備

を

担

う

師

団

と

し

て

気

を

引

き

締

め

て

臨

む

所

存

で

す

。

有

事

の

際

、

我

々

自

衛

官

の

心

の

支

え

は

国

民

の

支

持

で

す

。

防

衛

協

会

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

国

民

に

対

す

る

防

衛

思

想

の

普

及

に

引

き

続

き

ご

尽

力

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

、

年

頭

の

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

新

年

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

12

月

22

日

付

け

で

第

40

代

第

１

師

団

長

の

職

を

拝

命

し

ま

し

た

兒

玉

陸

将

で

す

。防

大

33

期

平

成

元

年

卒

業

、

校

友

会

は

ラ

グ

ビ

ー

部

、

主

将

で

No

８

。

家

族

は

千

葉

県

に

妻

と

三

姉

妹

、

娘

夫

婦

に

孫

娘

。

勤

務

歴

は

、

空

挺

団

に

11

年

（

小

隊

長

～

団

長

）

、

福

島

県

郡

山

に

２

年

（

特

科

連

隊

長

）

、

函

館

に

２

年

（

地

本

募

集

班

長

）

、

目

黒

に

５

年

（

教

訓

研

本

、

学

生

）

、

広

島

に

1

年

（

13

旅

団

長

）

、

防

衛

省

市

ヶ

谷

に

11

年

（

陸

幕

担

当

～

課

長

、

監

察

官

、

内

局

・

統

幕

）

で

す

。

任

地

の

殆

ど

が

首

都

圏

で

あ

り

、

故

郷

の

宮

崎

で

の

生

活

よ

り

長

く

な

り

ま

し

た

。

第

２

の

故

郷

と

し

て

、

地

域

の

皆

様

の

ご

意

見

に

耳

を

傾

け

な

が

ら

、

専

心

努

力

し

て

参

り

ま

す

。

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

感

染

拡

大

が

よ

う

や

く

収

ま

り

、

二

年

ぶ

り

に

穏

や

か

な

お

正

月

を

お

過

ご

し

の

こ

と

と

思

い

ま

す

。

そ

ん

な

穏

や

か

さ

と

は

裏

腹

に

、

令

和

４

年

は

人

権

問

題

で

揺

れ

る

北

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

に

始

ま

り

、

10

月

に

は

習

近

平

主

席

の

３

期

目

突

入

を

決

め

る

共

産

党

大

会

と

米

国

中

間

選

挙

が

行

わ

れ

、

米

中

新

冷

戦

の

更

な

る

悪

化

が

懸

念

さ

れ

ま

す

。

首

都

圏

の

防

衛

・

警

備

を

担

う

師

団

と

し

て

気

を

引

き

締

め

て

臨

む

所

存

で

す

。

有

事

の

際

、

我

々

自

衛

官

の

心

の

支

え

は

国

民

の

支

持

で

す

。

防

衛

協

会

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

国

民

に

対

す

る

防

衛

思

想

の

普

及

に

引

き

続

き

ご

尽

力

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

、

年

頭

の

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

○○○○

東東東東

京京京京

都都都都

防防防防

衛衛衛衛

協協協協

会会会会

はははは

、、、、

区区区区

市市市市

町町町町

村村村村

のののの

民民民民

間間間間

のののの

有有有有

志志志志

でででで

構構構構

成成成成

ささささ

れれれれ

てててて

いいいい

るるるる

地地地地

区区区区

協協協協

会会会会

をををを

中中中中

心心心心

にににに

、、、、

昭昭昭昭

和和和和

44441111

年年年年

３３３３

月月月月

にににに

結結結結

成成成成

ささささ

れれれれ

たたたた

任任任任

意意意意

のののの

団団団団

体体体体

でででで

すすすす

。。。。

○○○○

「「「「

自自自自

分分分分

のののの

国国国国

はははは

自自自自

分分分分

でででで

守守守守

るるるる

」」」」

のののの

気気気気

概概概概

をををを

もももも

っっっっ

てててて

、、、、

広広広広

くくくく

都都都都

民民民民

のののの

間間間間

にににに

防防防防

衛衛衛衛

意意意意

識識識識

のののの

普普普普

及及及及

高高高高

揚揚揚揚

をををを

図図図図

るるるる

とととと

とととと

もももも

にににに

自自自自

衛衛衛衛

隊隊隊隊

をををを

激激激激

励励励励

支支支支

援援援援

しししし

てててて

そそそそ

のののの

充充充充

実実実実

発発発発

展展展展

にににに

寄寄寄寄

与与与与

すすすす

るるるる

よよよよ

うううう

なななな

広広広広

範範範範

なななな

活活活活

動動動動

をををを

続続続続

けけけけ

てててて

いいいい

まままま

すすすす

。。。。

○○○○

東東東東

京京京京

都都都都

防防防防

衛衛衛衛

協協協協

会会会会

はははは

、、、、

区区区区

市市市市

町町町町

村村村村

のののの

民民民民

間間間間

のののの

有有有有

志志志志

でででで

構構構構

成成成成

ささささ

れれれれ

てててて

いいいい

るるるる

地地地地

区区区区

協協協協

会会会会

をををを

中中中中

心心心心

にににに

、、、、

昭昭昭昭

和和和和

44441111

年年年年

３３３３

月月月月

にににに

結結結結

成成成成

ささささ

れれれれ

たたたた

任任任任

意意意意

のののの

団団団団

体体体体

でででで

すすすす

。。。。

○○○○

「「「「

自自自自

分分分分

のののの

国国国国

はははは

自自自自

分分分分

でででで

守守守守

るるるる

」」」」

のののの

気気気気

概概概概

をををを

もももも

っっっっ

てててて

、、、、

広広広広

くくくく

都都都都

民民民民

のののの

間間間間

にににに

防防防防

衛衛衛衛

意意意意

識識識識

のののの

普普普普

及及及及

高高高高

揚揚揚揚

をををを

図図図図

るるるる

とととと

とととと

もももも

にににに

自自自自

衛衛衛衛

隊隊隊隊

をををを

激激激激

励励励励

支支支支

援援援援

しししし

てててて

そそそそ

のののの

充充充充

実実実実

発発発発

展展展展

にににに

寄寄寄寄

与与与与

すすすす

るるるる

よよよよ

うううう

なななな

広広広広

範範範範

なななな

活活活活

動動動動

をををを

続続続続

けけけけ

てててて

いいいい

まままま

すすすす

。。。。

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

、

謹

ん

で

新

年

の

お

慶

び

を

申

し

上

げ

ま

す

。

昨

年

10

月

に

第

15

代

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

長

を

拝

命

し

た

山

下

将

補

で

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

に

は

平

素

か

ら

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

の

活

動

に

対

す

る

ご

理

解

と

ご

協

力

を

賜

り

、

重

ね

て

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

令

和

３

年

は

、

全

国

的

な

コ

ロ

ナ

に

よ

る

緊

急

事

態

宣

言

に

よ

り

、

東

京

地

方

協

力

本

部

に

お

い

て

も

、

そ

の

感

染

拡

大

の

極

限

を

図

る

た

め

、

交

代

制

に

よ

る

勤

務

、

対

面

に

よ

る

募

集

、

就

職

援

護

、

予

備

自

衛

官

採

用

・

管

理

業

務

に

制

限

を

受

け

な

が

ら

も

、

状

況

に

柔

軟

に

対

応

し

つ

つ

各

種

業

務

を

遂

行

し

て

参

り

ま

し

た

。

令

和

４

年

度

も

、

決

し

て

コ

ロ

ナ

感

染

拡

大

は

否

定

で

き

ず

予

断

を

許

さ

な

い

状

況

は

継

続

し

、

対

面

に

よ

る

各

種

業

務

に

つ

い

て

も

全

面

解

除

と

な

ら

ず

、

そ

の

制

限

に

よ

る

各

種

募

集

数

の

低

下

や

低

迷

す

る

経

済

状

況

に

よ

る

有

効

求

人

倍

率

の

低

下

等

に

よ

る

就

職

援

護

へ

の

影

響

は

容

易

に

予

想

さ

れ

ま

す

。

そ

の

た

め

、

コ

ロ

ナ

と

共

存

し

つ

つ

予

想

さ

れ

る

あ

ら

ゆ

る

変

化

に

適

合

し

つ

つ

業

務

を

遂

行

す

る

こ

と

が

極

め

て

重

要

な

年

に

な

る

と

認

識

し

て

い

ま

す

。

募

集

業

務

は

、

コ

ロ

ナ

禍

の

産

物

で

あ

る

Ｗ

Ｅ

Ｂ

に

よ

る

採

用

試

験

、

有

力

な

情

報

収

集

・

発

信

手

段

で

あ

る

Ｓ

Ｎ

Ｓ

の

活

用

な

ど

を

更

に

進

化

さ

せ

る

と

と

も

に

、

従

前

の

対

面

に

よ

る

募

集

活

動

と

の

併

用

に

よ

り

効

果

的

な

活

動

を

実

施

し

て

い

き

ま

す

。

ま

た

、

質

の

高

い

募

集

対

象

者

を

獲

得

す

る

た

め

、

学

力

の

高

い

大

学

出

身

者

に

よ

る

母

校

講

演

や

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

動

画

を

活

用

し

た

活

動

も

予

定

し

て

お

り

ま

す

。援

護

業

務

は

、

前

述

の

有

効

求

人

倍

率

の

低

下

に

加

え

、

定

年

年

齢

引

き

上

げ

に

伴

い

、

令

和

４

年

度

に

は

退

職

自

衛

官

の

多

数

期

を

迎

え

ま

す

。

そ

の

た

め

、

新

規

の

雇

用

企

業

の

開

拓

を

積

極

的

に

実

施

し

、

退

職

隊

員

に

安

心

感

を

付

与

す

る

こ

と

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

。

予

備

自

衛

官

業

務

は

、

コ

ロ

ナ

に

よ

る

招

集

訓

練

へ

の

影

響

も

予

想

さ

れ

ま

す

が

、

コ

ロ

ナ

感

染

状

況

を

踏

ま

え

た

先

行

的

な

実

施

時

期

の

選

定

に

努

め

、

感

染

予

防

対

策

を

講

じ

つ

つ

招

集

訓

練

等

を

計

画

し

て

参

り

ま

す

。

最

後

に

な

り

ま

す

が

、

東

京

地

方

協

力

本

部

は

、

様

々

な

変

化

に

適

合

し

な

が

ら

各

種

業

務

を

遂

行

し

て

参

り

ま

す

の

で

、

本

年

も

引

き

続

き

、

ご

支

援

・

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

ご

発

展

と

会

員

皆

様

の

ご

多

幸

を

祈

念

申

し

上

げ

、

新

年

の

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

、

謹

ん

で

新

年

の

お

慶

び

を

申

し

上

げ

ま

す

。

昨

年

10

月

に

第

15

代

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

長

を

拝

命

し

た

山

下

将

補

で

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

に

は

平

素

か

ら

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

の

活

動

に

対

す

る

ご

理

解

と

ご

協

力

を

賜

り

、

重

ね

て

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

令

和

３

年

は

、

全

国

的

な

コ

ロ

ナ

に

よ

る

緊

急

事

態

宣

言

に

よ

り

、

東

京

地

方

協

力

本

部

に

お

い

て

も

、

そ

の

感

染

拡

大

の

極

限

を

図

る

た

め

、

交

代

制

に

よ

る

勤

務

、

対

面

に

よ

る

募

集

、

就

職

援

護

、

予

備

自

衛

官

採

用

・

管

理

業

務

に

制

限

を

受

け

な

が

ら

も

、

状

況

に

柔

軟

に

対

応

し

つ

つ

各

種

業

務

を

遂

行

し

て

参

り

ま

し

た

。

令

和

４

年

度

も

、

決

し

て

コ

ロ

ナ

感

染

拡

大

は

否

定

で

き

ず

予

断

を

許

さ

な

い

状

況

は

継

続

し

、

対

面

に

よ

る

各

種

業

務

に

つ

い

て

も

全

面

解

除

と

な

ら

ず

、

そ

の

制

限

に

よ

る

各

種

募

集

数

の

低

下

や

低

迷

す

る

経

済

状

況

に

よ

る

有

効

求

人

倍

率

の

低

下

等

に

よ

る

就

職

援

護

へ

の

影

響

は

容

易

に

予

想

さ

れ

ま

す

。

そ

の

た

め

、

コ

ロ

ナ

と

共

存

し

つ

つ

予

想

さ

れ

る

あ

ら

ゆ

る

変

化

に

適

合

し

つ

つ

業

務

を

遂

行

す

る

こ

と

が

極

め

て

重

要

な

年

に

な

る

と

認

識

し

て

い

ま

す

。

募

集

業

務

は

、

コ

ロ

ナ

禍

の

産

物

で

あ

る

Ｗ

Ｅ

Ｂ

に

よ

る

採

用

試

験

、

有

力

な

情

報

収

集

・

発

信

手

段

で

あ

る

Ｓ

Ｎ

Ｓ

の

活

用

な

ど

を

更

に

進

化

さ

せ

る

と

と

も

に

、

従

前

の

対

面

に

よ

る

募

集

活

動

と

の

併

用

に

よ

り

効

果

的

な

活

動

を

実

施

し

て

い

き

ま

す

。

ま

た

、

質

の

高

い

募

集

対

象

者

を

獲

得

す

る

た

め

、

学

力

の

高

い

大

学

出

身

者

に

よ

る

母

校

講

演

や

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

動

画

を

活

用

し

た

活

動

も

予

定

し

て

お

り

ま

す

。援

護

業

務

は

、

前

述

の

有

効

求

人

倍

率

の

低

下

に

加

え

、

定

年

年

齢

引

き

上

げ

に

伴

い

、

令

和

４

年

度

に

は

退

職

自

衛

官

の

多

数

期

を

迎

え

ま

す

。

そ

の

た

め

、

新

規

の

雇

用

企

業

の

開

拓

を

積

極

的

に

実

施

し

、

退

職

隊

員

に

安

心

感

を

付

与

す

る

こ

と

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

。

予

備

自

衛

官

業

務

は

、

コ

ロ

ナ

に

よ

る

招

集

訓

練

へ

の

影

響

も

予

想

さ

れ

ま

す

が

、

コ

ロ

ナ

感

染

状

況

を

踏

ま

え

た

先

行

的

な

実

施

時

期

の

選

定

に

努

め

、

感

染

予

防

対

策

を

講

じ

つ

つ

招

集

訓

練

等

を

計

画

し

て

参

り

ま

す

。

最

後

に

な

り

ま

す

が

、

東

京

地

方

協

力

本

部

は

、

様

々

な

変

化

に

適

合

し

な

が

ら

各

種

業

務

を

遂

行

し

て

参

り

ま

す

の

で

、

本

年

も

引

き

続

き

、

ご

支

援

・

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

ご

発

展

と

会

員

皆

様

の

ご

多

幸

を

祈

念

申

し

上

げ

、

新

年

の

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

自

分

の

国

は

自

分

で

守

ろ

う

自

分

の

国

は

自

分

で

守

ろ

う

防

衛

協

会

活

動

の

重

要

性

拡

大

「

あ

ら

ゆ

る

脅

威

に

対

し

て

安

全

・

安

心

確

保

の

為

の

行

動

や

国

家

的

行

事

へ

の

協

力

支

援

を

行

う

自

衛

隊

」

東

京

都

防

衛

協

会

会

長

佃

和

夫

防

衛

協

会

活

動

の

重

要

性

拡

大

「

あ

ら

ゆ

る

脅

威

に

対

し

て

安

全

・

安

心

確

保

の

為

の

行

動

や

国

家

的

行

事

へ

の

協

力

支

援

を

行

う

自

衛

隊

」

東

京

都

防

衛

協

会

会

長

佃

和

夫

「

コ

ロ

ナ

と

共

存

し

つ

つ

、

あ

ら

ゆ

る

変

化

へ

適

合

」

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

本

部

長

陸

将

補

山

下

博

二

「

コ

ロ

ナ

と

共

存

し

つ

つ

、

あ

ら

ゆ

る

変

化

へ

適

合

」

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

本

部

長

陸

将

補

山

下

博

二

第

一

師

団

長

陸

将

兒

玉

恭

幸

「

全

て

は

任

務

が

基

準

」

第

一

師

団

長

陸

将

兒

玉

恭

幸

「

全

て

は

任

務

が

基

準

」

第

１

師

団

第

１

師

団

ア

ク

セ

ス

は

こ

ち

ら

か

ら

ア

ク

セ

ス

は

こ

ち

ら

か

ら

師師師師団団団団

ＦＦＦＦＢＢＢＢ

師師師師団団団団

ＦＦＦＦＢＢＢＢ

師師師師団団団団

TTTTwwwwiiiitttttttteeeerrrr

師師師師団団団団

TTTTwwwwiiiitttttttteeeerrrr



協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

狛

江

市

防

衛

協

会

は

２

０

１

５

年

設

立

以

来

、

東

京

都

防

衛

協

会

と

連

携

し

、

自

衛

隊

の

任

務

・

防

衛

に

対

す

る

意

識

を

高

め

る

活

動

を

行

っ

て

お

り

ま

す

。

現

在

は

、

コ

ロ

ナ

禍

で

活

動

の

制

限

を

余

儀

な

く

さ

れ

、

昨

年

の

総

会

延

期

以

来

活

動

は

実

質

停

止

の

状

態

で

す

。

今

夏

の

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

に

於

い

て

多

数

の

自

衛

隊

員

の

活

躍

、

日

頃

の

鍛

錬

の

成

果

と

し

て

の

メ

ダ

ル

獲

得

な

ど

コ

ロ

ナ

禍

で

の

大

変

喜

ば

し

話

題

と

な

り

ま

し

た

。

バ

ラ

エ

テ

ィ

番

組

で

も

施

設

紹

介

等

で

ネ

タ

に

さ

れ

、

防

衛

意

識

の

低

い

国

民

に

対

し

て

の

Ｐ

Ｒ

は

進

ん

で

い

る

よ

う

に

感

じ

ま

す

。

そ

の

反

面

、

「

米

軍

・

自

衛

隊

は

い

ら

な

い

」

と

声

高

に

論

じ

て

い

る

地

域

が

支

援

要

請

を

繰

り

返

す

こ

と

に

は

怒

り

を

超

え

呆

れ

る

ほ

ど

で

す

。

「

米

軍

基

地

の

被

害

」

を

看

板

に

わ

が

ま

ま

放

題

で

す

が

、

米

軍

基

地

は

首

都

東

京

を

含

め

国

内

各

地

に

あ

る

こ

と

、

中

ロ

韓

の

軍

事

脅

威

を

す

っ

か

り

忘

れ

て

し

ま

っ

て

い

る

よ

う

で

す

。

防

衛

協

会

全

体

で

現

在

の

あ

り

方

を

改

善

す

べ

く

積

極

的

に

動

く

べ

き

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

今

後

の

活

動

は

、

会

員

は

も

ち

ろ

ん

ご

家

族

、

一

般

市

民

の

皆

様

に

も

自

衛

隊

員

の

日

々

の

鍛

錬

、

周

辺

国

の

脅

威

に

対

す

る

備

え

等

を

ご

理

解

い

た

だ

け

る

よ

う

努

め

て

参

り

ま

す

。

会

長

栗

山

欽

行

２

０

１

６

年

６

月

８

日

、

東

京

都

防

衛

協

会

と

し

て

、

当

時

で

37

番

目

の

地

区

協

会

と

し

て

品

川

区

防

衛

協

会

が

設

立

さ

れ

、

発

会

式

に

お

い

て

初

代

会

長

の

狩

野

享

右

氏

は

じ

め

主

要

な

役

員

が

選

出

さ

れ

ま

し

た

。

昨

今

の

厳

し

い

国

内

外

情

勢

の

中

、

東

京

都

防

衛

協

会

地

区

協

会

と

し

て

発

足

出

来

ま

し

た

事

は

極

め

て

意

義

深

く

、

狩

野

会

長

を

中

心

と

す

る

当

協

会

の

今

後

の

活

動

が

期

待

さ

れ

ま

し

た

。

現

在

、

品

川

区

防

衛

協

会

は

鈴

木

征

雄

会

長

の

下

、

富

士

総

合

火

力

演

習

、

自

衛

隊

中

央

観

閲

式

、

入

間

基

地

航

空

祭

へ

の

参

加

、

更

に

自

衛

隊

音

楽

ま

つ

り

鑑

賞

等

、

自

衛

隊

の

実

施

す

る

各

種

行

事

・

イ

ベ

ン

ト

に

対

す

る

研

修

を

主

な

活

動

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

例

年

３

月

に

行

わ

れ

ま

す

自

衛

隊

入

隊

入

校

予

定

者

激

励

会

、

品

川

区

自

衛

隊

入

隊

入

校

予

定

者

激

励

会

で

は

、

入

隊

入

校

予

定

者

に

記

念

品

を

贈

呈

し

、

激

励

・

支

援

を

し

て

参

り

ま

し

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

昨

今

で

は

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

に

よ

り

、

思

う

よ

う

な

活

動

が

出

来

な

い

の

が

現

状

で

す

。

当

協

会

は

こ

れ

か

ら

も

「

防

衛

意

識

の

普

及

・

高

揚

」

、

「

自

衛

隊

に

対

す

る

協

力

・

支

援

」

を

深

め

る

た

め

、

会

員

相

互

の

連

携

・

親

睦

を

重

視

し

て

活

動

し

て

参

り

ま

す

。

会

長

鈴

木

征

雄

豊

か

な

官

庁

街

、

整

備

さ

れ

た

交

通

網

、

買

い

物

の

便

利

性

等

、

「

住

ん

で

い

た

い

街

」

「

住

み

た

い

街

」

の

イ

メ

ー

ジ

が

定

着

し

て

い

る

の

が

武

蔵

野

市

で

す

。

「

吉

祥

寺

」

「

三

鷹

」

「

武

蔵

境

」

の

３

つ

の

駅

圏

域

が

そ

れ

ぞ

れ

魅

力

的

な

個

性

を

発

揮

し

な

が

ら

進

化

し

続

け

、

未

来

へ

つ

な

ぐ

街

づ

く

り

に

も

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

代

表

的

な

イ

ベ

ン

ト

に

吉

祥

寺

の

街

が

ま

つ

り

一

色

に

包

ま

れ

る

武

蔵

野

八

幡

宮

例

大

祭

の

「

吉

祥

寺

秋

ま

つ

り

」

が

有

り

ま

す

。

毎

年

９

月

の

第

２

土

曜

・

日

曜

に

催

行

さ

れ

今

年

49

回

を

迎

え

ま

し

た

。

武

蔵

野

八

幡

宮

神

輿

と

町

内

の

神

輿

11

基

が

二

日

間

吉

祥

寺

の

街

中

を

練

り

歩

く

宮

神

輿

渡

御

が

行

わ

れ

ま

す

。

一

日

目

は

武

蔵

野

八

幡

宮

か

ら

神

馬

に

騎

乗

す

る

神

官

を

先

頭

に

木

遣

り

、

手

古

舞

・

武

蔵

野

囃

子

・

吉

祥

寺

大

太

鼓

・

宮

神

輿

が

吉

祥

寺

の

街

を

練

り

歩

き

ま

す

。

そ

れ

ぞ

れ

に

特

徴

あ

る

掛

け

声

と

担

ぎ

方

で

存

分

に

楽

し

め

ま

す

。

二

日

目

の

午

後

の

フ

ィ

ナ

ー

レ

に

は

吉

祥

寺

駅

前

に

全

11

基

の

神

輿

が

ス

テ

ー

ジ

に

向

か

っ

て

行

う

圧

巻

の

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

と

神

輿

同

士

の

す

れ

違

い

も

見

ど

こ

ろ

で

す

。

も

う

一

つ

の

催

し

物

と

し

て

新

春

を

迎

え

る

毎

年

１

月

１

日

か

ら

７

日

の

一

週

間

「

武

蔵

野

吉

祥

七

福

神

め

ぐ

り

」

が

有

り

ま

す

。

井

の

頭

弁

財

・

杵

築

大

社

・

延

命

寺

・

大

法

禅

寺

・

安

養

寺

・

武

蔵

野

八

幡

宮

に

祀

ら

れ

て

い

る

六

寺

社

七

福

神

を

巡

る

コ

ー

ス

が

有

り

、

色

紙

に

御

朱

印

を

受

け

な

が

ら

各

寺

社

を

巡

る

七

福

神

め

ぐ

り

は

毎

年

多

く

の

人

が

参

加

し

て

い

ま

す

。

た

だ

、

残

念

な

の

が

吉

祥

寺

秋

ま

つ

り

・

武

蔵

野

吉

祥

七

福

神

め

ぐ

り

は

昨

年

と

今

年

は

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

・

変

異

型

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

の

影

響

で

２

年

続

け

て

中

止

に

な

り

ま

し

た

。

一

日

も

早

く

終

息

し

、

新

年

度

は

各

種

の

事

業

や

行

事

・

イ

ベ

ン

ト

が

出

来

る

よ

う

に

な

る

事

を

期

待

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

会

長

島

崎

義

司

狛

江

市

防

衛

協

会

は

２

０

１

５

年

設

立

以

来

、

東

京

都

防

衛

協

会

と

連

携

し

、

自

衛

隊

の

任

務

・

防

衛

に

対

す

る

意

識

を

高

め

る

活

動

を

行

っ

て

お

り

ま

す

。

現

在

は

、

コ

ロ

ナ

禍

で

活

動

の

制

限

を

余

儀

な

く

さ

れ

、

昨

年

の

総

会

延

期

以

来

活

動

は

実

質

停

止

の

状

態

で

す

。

今

夏

の

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

に

於

い

て

多

数

の

自

衛

隊

員

の

活

躍

、

日

頃

の

鍛

錬

の

成

果

と

し

て

の

メ

ダ

ル

獲

得

な

ど

コ

ロ

ナ

禍

で

の

大

変

喜

ば

し

話

題

と

な

り

ま

し

た

。

バ

ラ

エ

テ

ィ

番

組

で

も

施

設

紹

介

等

で

ネ

タ

に

さ

れ

、

防

衛

意

識

の

低

い

国

民

に

対

し

て

の

Ｐ

Ｒ

は

進

ん

で

い

る

よ

う

に

感

じ

ま

す

。

そ

の

反

面

、

「

米

軍

・

自

衛

隊

は

い

ら

な

い

」

と

声

高

に

論

じ

て

い

る

地

域

が

支

援

要

請

を

繰

り

返

す

こ

と

に

は

怒

り

を

超

え

呆

れ

る

ほ

ど

で

す

。

「

米

軍

基

地

の

被

害

」

を

看

板

に

わ

が

ま

ま

放

題

で

す

が

、

米

軍

基

地

は

首

都

東

京

を

含

め

国

内

各

地

に

あ

る

こ

と

、

中

ロ

韓

の

軍

事

脅

威

を

す

っ

か

り

忘

れ

て

し

ま

っ

て

い

る

よ

う

で

す

。

防

衛

協

会

全

体

で

現

在

の

あ

り

方

を

改

善

す

べ

く

積

極

的

に

動

く

べ

き

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

今

後

の

活

動

は

、

会

員

は

も

ち

ろ

ん

ご

家

族

、

一

般

市

民

の

皆

様

に

も

自

衛

隊

員

の

日

々

の

鍛

錬

、

周

辺

国

の

脅

威

に

対

す

る

備

え

等

を

ご

理

解

い

た

だ

け

る

よ

う

努

め

て

参

り

ま

す

。

会

長

栗

山

欽

行

２

０

１

６

年

６

月

８

日

、

東

京

都

防

衛

協

会

と

し

て

、

当

時

で
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協

会

と
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品

川

区
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衛

協

会

が
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さ

れ
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発
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お

い
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初

代

会
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狩

野

享

右
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は

じ

め
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要

な

役

員

が

選
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さ

れ

ま

し

た

。

昨
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、
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都
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協
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し

た

事

は

極

め

て
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く

、

狩

野

会

長

を

中
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と

す

る

当

協

会

の

今

後

の

活

動

が

期

待

さ

れ

ま

し

た

。

現

在

、

品

川

区

防

衛

協

会

は

鈴

木

征

雄

会

長

の

下

、

富

士

総

合

火

力

演

習

、

自

衛

隊

中

央

観

閲

式

、

入

間

基

地

航

空

祭

へ

の

参

加

、

更

に

自

衛

隊

音

楽

ま

つ

り

鑑

賞

等

、

自

衛

隊

の

実

施

す

る

各

種

行

事

・

イ

ベ

ン

ト

に

対

す

る

研

修

を

主

な

活

動

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

例

年

３

月

に

行

わ

れ

ま

す

自

衛

隊

入

隊

入

校

予

定

者

激

励

会

、

品

川

区

自

衛

隊

入

隊

入

校

予

定

者

激

励

会

で

は

、

入

隊

入

校

予

定

者

に

記

念

品

を

贈

呈

し

、

激

励

・

支

援

を

し

て

参

り

ま

し

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

昨

今

で

は

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

に

よ

り

、

思

う

よ

う

な

活

動

が

出

来

な

い

の

が

現

状

で

す

。

当

協

会

は

こ

れ

か

ら

も

「

防

衛

意

識

の

普

及

・

高

揚

」

、

「

自

衛

隊

に

対

す

る

協

力

・

支

援

」

を

深

め

る

た

め

、

会

員

相

互

の

連

携

・

親

睦

を

重

視

し

て

活

動

し

て

参

り

ま

す

。

会

長

鈴

木

征

雄

豊

か

な

官

庁

街

、

整

備

さ

れ

た

交

通

網

、

買

い

物

の

便

利

性

等

、

「

住

ん

で

い

た

い

街

」

「

住

み

た

い

街

」

の

イ

メ

ー

ジ

が

定

着

し

て

い

る

の

が

武

蔵

野

市

で

す

。

「

吉

祥

寺

」

「

三

鷹

」

「

武

蔵

境

」

の

３

つ

の

駅

圏

域

が

そ

れ

ぞ

れ

魅

力

的

な

個

性

を

発

揮

し

な

が

ら

進

化

し

続

け

、

未

来

へ

つ

な

ぐ

街

づ

く

り

に

も

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

代

表

的

な

イ

ベ

ン

ト

に

吉

祥

寺

の

街

が

ま

つ

り

一

色

に

包

ま

れ

る

武

蔵

野

八

幡

宮

例

大

祭

の

「

吉

祥

寺

秋

ま

つ

り

」

が

有

り

ま

す

。

毎

年

９

月

の

第

２

土

曜

・

日

曜

に

催

行

さ

れ

今

年

49

回

を

迎

え

ま

し

た

。

武

蔵

野

八

幡

宮

神

輿

と

町

内

の

神

輿

11

基

が

二

日

間

吉

祥

寺

の

街

中

を

練

り

歩

く

宮

神

輿

渡

御

が

行

わ

れ

ま

す

。

一

日

目

は

武

蔵

野

八

幡

宮

か

ら

神

馬

に

騎

乗

す

る

神

官

を

先

頭

に

木

遣

り

、

手

古

舞

・

武

蔵

野

囃

子

・

吉

祥

寺

大

太

鼓

・

宮

神

輿

が

吉

祥

寺

の

街

を

練

り

歩

き

ま

す

。

そ

れ

ぞ

れ

に

特

徴

あ

る

掛

け

声

と

担

ぎ

方

で

存

分

に

楽

し

め

ま

す

。

二

日

目

の

午

後

の

フ

ィ

ナ

ー

レ

に

は

吉

祥

寺

駅

前

に

全

11

基

の

神

輿

が

ス

テ

ー

ジ

に

向

か

っ

て

行

う

圧

巻

の

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

と

神

輿

同

士

の

す

れ

違

い

も

見

ど

こ

ろ

で

す

。

も

う

一

つ

の

催

し

物

と

し

て

新

春

を

迎

え

る

毎

年

１

月

１

日

か

ら

７

日

の

一

週

間

「

武

蔵

野

吉

祥

七

福

神

め

ぐ

り

」

が

有

り

ま

す

。

井

の

頭

弁

財

・

杵

築

大

社

・

延

命

寺

・

大

法

禅

寺

・

安

養

寺

・

武

蔵

野

八

幡

宮

に

祀

ら

れ

て

い

る

六

寺

社

七

福

神

を

巡

る

コ

ー

ス

が

有

り

、

色

紙

に

御

朱

印

を

受

け

な

が

ら

各

寺

社

を

巡

る

七

福

神

め

ぐ

り

は

毎

年

多

く

の

人

が

参

加

し

て

い

ま

す

。

た

だ

、

残

念

な

の

が

吉

祥

寺

秋

ま

つ

り

・

武

蔵

野

吉

祥

七

福

神

め

ぐ

り

は

昨

年

と

今

年

は

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

・

変

異

型

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

の

影

響

で

２

年

続

け

て

中

止

に

な

り

ま

し

た

。

一

日

も

早

く

終

息

し

、

新

年

度

は

各

種

の

事

業

や

行

事

・

イ

ベ

ン

ト

が

出

来

る

よ

う

に

な

る

事

を

期

待

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

会

長

島

崎

義

司

令

和

３

年

度

東

京

都

防

衛

協

会

で

は

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

の

影

響

で

事

務

局

長

会

及

び

青

年

部

会

総

会

が

当

初

予

定

か

ら

延

期

さ

れ

で

お

り

ま

し

た

が

、

事

務

局

長

会

を

10

月

29

日

、

青

年

部

会

総

会

を

11

月

20

日

に

実

施

し

ま

し

た

。

事

務

局

か

ら

の

情

報

発

信

等

・

加

盟

地

区

協

会

の

現

況

・

創

設

準

備

中

の

地

区

協

会

・

最

新

地

区

協

会

連

絡

一

覧

・

最

新

地

区

協

会

と

隊

区

部

隊

対

応

表

・

会

報

送

り

先

と

部

数

見

直

・

東

京

地

本

か

ら

の

お

知

ら

せ

と

お

願

い

・

Ｈ

Ｐ

の

現

況

と

活

用

チ

ー

ム

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

発

表

・

ウ

ィ

ズ

コ

ロ

ナ

時

代

に

於

け

る

各

種

施

策

と

工

夫

・

23

区

、

北

多

摩

、

南

・

西

多

摩

の

各

グ

ル

ー

プ

発

表

・

今

後

の

活

動

方

針

伝

達

・

役

員

人

事

の

決

定

・

規

約

の

見

直

し

の

必

要

と

要

見

直

項

目

の

認

識

統

一

・

意

見

交

換

等

海

上

自

衛

隊

防

衛

セ

ミ

ナ

ー

の

ご

案

内

令

和

３

年

度

東

京

都

防

衛

協

会

で

は

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

の

影

響

で

事

務

局

長

会

及

び

青

年

部

会

総

会

が

当

初

予

定

か

ら

延

期

さ

れ

で

お

り

ま

し

た

が

、

事

務

局

長

会

を

10

月

29

日

、

青

年

部

会

総

会

を

11

月

20

日

に

実

施

し

ま

し

た

。

事

務

局

か

ら

の

情

報

発

信

等

・

加

盟

地

区

協

会

の

現

況

・

創

設

準

備

中

の

地

区

協

会

・

最

新

地

区

協

会

連

絡

一

覧

・

最

新

地

区

協

会

と

隊

区

部

隊

対

応

表

・

会

報

送

り

先

と

部

数

見

直

・

東

京

地

本

か

ら

の

お

知

ら

せ

と

お

願

い

・

Ｈ

Ｐ

の

現

況

と

活

用

チ

ー

ム

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

発

表

・

ウ

ィ

ズ

コ

ロ

ナ

時

代

に

於

け

る

各

種

施

策

と

工

夫

・

23

区

、

北

多

摩

、

南

・

西

多

摩

の

各

グ

ル

ー

プ

発

表

・

今

後

の

活

動

方

針

伝

達

・

役

員

人

事

の

決

定

・

規

約

の

見

直

し

の

必

要

と

要

見

直

項

目

の

認

識

統

一

・

意

見

交

換

等

海

上

自

衛

隊

防

衛

セ

ミ

ナ

ー

の

ご

案

内

練

馬

駐

屯

地

業

務

隊

は

11

月

６

日

、

駐

屯

地

体

育

館

に

お

い

て

、

令

和

３

年

度

東

京

都

殉

職

隊

員

追

悼

式

を

行

い

、

90

柱

の

殉

職

隊

員

に

対

し

て

哀

悼

の

誠

を

捧

げ

た

。

追

悼

式

は

相

薗

駐

屯

地

指

令

（

副

師

団

長

）

を

執

行

者

と

し

て

、

殉

職

隊

員

の

遺

族

、

東

京

都

知

事

代

理

原

田

危

機

管

理

監

を

は

じ

め

と

す

る

来

賓

、

陸

海

空

の

自

衛

官

が

参

列

し

、

厳

か

に

執

り

行

わ

れ

た

。

参

列

者

は

第

１

普

通

科

連

隊

儀

じ

よ

う

隊

の

捧

げ

銃

に

合

わ

せ

て

第

１

音

楽

隊

が

吹

奏

す

る

『

国

の

鎮

め

』

が

流

れ

る

中

、

拝

礼

、

黙

と

う

を

捧

げ

た

。

次

に

執

行

者

と

来

賓

代

表

の

東

京

都

知

事

代

理

危

機

管

理

監

、

東

京

都

防

衛

協

会

会

長

代

理

武

内

理

事

長

が

追

悼

の

辞

を

奉

じ

、

御

霊

の

功

績

を

た

た

え

る

と

と

も

に

冥

福

を

祈

っ

た

。

引

き

続

き

献

花

、

追

悼

電

文

披

露

、

遺

族

代

表

挨

拶

、

拝

礼

を

行

い

、

最

後

に

弔

銃

を

行

い

、

式

は

し

め

や

か

に

終

了

し

た

。

師

団

は

10

月

21

日

か

ら

30

日

の

間

、

東

富

士

演

習

場

に

お

い

て

第

１

飛

行

隊

、

第

１

師

団

司

令

部

付

隊

及

び

第

１

音

楽

隊

の

訓

練

検

閲

を

実

施

し

た

。

本

検

閲

は

約

30

キ

ロ

の

徒

歩

行

進

と

師

団

の

陣

地

防

御

を

検

閲

課

目

と

し

て

行

わ

れ

、

師

団

は

９

日

間

に

わ

た

っ

て

各

部

隊

の

練

成

訓

練

の

成

果

を

評

価

し

た

。

訓

練

検

閲

に

当

た

り

統

裁

官

（

師

団

長

）

は

「

創

意

を

尽

く

し

て

積

極

的

に

師

団

の

作

戦

に

寄

与

せ

よ

」

の

一

点

を

要

望

、

戦

闘

支

援

職

種

で

あ

っ

て

も

、

待

ち

の

態

勢

に

陥

る

こ

と

な

く

、

自

ら

考

え

て

行

動

す

る

意

識

を

受

閲

部

隊

隊

員

に

植

え

付

け

た

。

本

検

閲

に

お

い

て

師

団

は

、

受

閲

部

隊

全

隊

員

の

バ

ト

ラ

装

着

に

よ

る

敵

を

意

識

し

た

行

動

の

習

性

化

、

現

地

、

現

物

、

現

実

の

「

３

現

」

に

よ

る

設

想

を

排

除

し

た

実

戦

的

か

つ

厳

し

い

訓

練

を

追

求

し

た

。

飛

行

隊

に

は

、

生

地

の

場

外

着

陸

場

も

活

用

し

つ

つ

、

敵

の

集

結

地

で

あ

る

浜

松

か

ら

我

の

方

面

兵

站

基

地

で

あ

る

関

山

ま

で

の

間

で

、

航

空

偵

察

や

緊

急

患

者

空

輸

等

の

任

務

を

付

与

し

た

。

ま

た

音

楽

隊

に

は

、

司

令

部

付

隊

に

配

属

さ

れ

た

警

備

部

隊

と

し

て

師

団

司

令

部

の

警

備

を

実

施

す

る

傍

ら

、

指

定

充

足

要

員

の

士

気

高

揚

の

た

め

の

音

楽

演

奏

の

任

務

を

与

え

、

音

楽

隊

の

本

職

で

の

実

力

発

揮

の

機

会

を

付

与

し

た

。加

え

て

師

団

司

令

部

付

隊

は

、

演

習

師

団

司

令

部

及

び

統

裁

部

で

勤

務

す

る

司

令

部

勤

務

班

の

要

員

も

受

閲

対

象

と

し

、

全

隊

員

が

戦

術

行

動

前

の

徒

歩

行

進

に

参

加

す

る

と

と

も

に

、

統

裁

部

要

員

も

個

人

装

具

を

常

に

装

着

し

て

統

裁

に

参

加

す

る

こ

と

で

、

平

素

か

ら

勤

務

場

所

等

が

異

な

る

隊

員

の

一

体

感

を

醸

成

す

る

機

会

と

し

た

。

長

期

に

及

ぶ

訓

練

検

閲

で

あ

っ

た

が

、

各

受

閲

部

隊

は

今

ま

で

の

練

成

訓

練

の

成

果

を

遺

憾

な

く

発

揮

し

、

そ

の

任

務

を

完

遂

し

た

10

月

５

日

、

ホ

テ

ル

グ

ラ

ン

ド

ヒ

ル

市

ヶ

谷

に

お

い

て

「

第

19

回

国

民

の

自

衛

官

」

の

表

彰

式

が

行

わ

れ

た

。

第

１

飛

行

隊

岡

崎

３

佐

が

災

害

派

遣

等

34

件

、

延

べ

１

６

５

日

間

に

わ

た

り

活

動

す

る

と

と

も

に

約

23

年

間

、

操

縦

士

と

し

て

４

８

０

０

時

間

の

無

事

故

飛

行

継

続

、

教

官

と

し

て

後

輩

を

育

成

し

た

功

績

で

受

章

し

た

。

（

第

１

師

団

司

令

部

総

務

課

広

報

班

）

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

山

下

陸

将

補

）

は

、

10

月

20

日

か

ら

22

日

ま

で

の

間

、

東

京

都

と

連

携

し

、

東

京

ビ

ッ

グ

サ

イ

ト

で

開

催

さ

れ

た

「

危

機

管

理

産

業

展

（

Ｒ

Ｉ

Ｓ

Ｃ

Ｏ

Ｎ

Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ｙ

Ｏ

）

２

０

２

１

」

に

お

い

て

広

報

ブ

ー

ス

を

出

展

し

た

。

ブ

ー

ス

で

は

、

陸

・

海

・

空

自

衛

隊

の

活

動

や

災

害

時

に

役

立

つ

身

近

な

も

の

を

使

っ

て

行

う

応

急

処

置

（

東

京

地

本

Ｌ

Ｉ

Ｆ

Ｅ

Ｈ

Ａ

Ｃ

Ｋ

）

の

映

像

を

放

映

す

る

と

と

も

に

、

本

年

７

月

に

発

生

し

た

静

岡

県

熱

海

市

の

土

砂

災

害

に

お

け

る

災

害

派

遣

活

動

を

紹

介

す

る

写

真

パ

ネ

ル

を

展

示

し

た

ほ

か

、

退

職

自

衛

官

の

就

職

援

護

制

度

や

予

備

自

衛

官

等

制

度

に

つ

い

て

も

紹

介

し

た

。

東

京

地

本

の

ブ

ー

ス

を

訪

れ

た

方

々

か

ら

は

災

害

派

遣

活

動

へ

の

労

い

の

言

葉

の

ほ

か

、

「

退

職

自

衛

官

を

採

用

す

る

場

合

は

、

ど

の

よ

う

な

手

続

き

が

必

要

か

」

「

予

備

自

衛

官

に

な

り

た

い

が

ど

う

す

れ

ば

い

い

の

か

」

等

の

質

問

が

あ

り

、

自

衛

隊

へ

の

関

心

が

高

ま

っ

て

い

る

こ

と

が

伺

え

た

。

東

京

地

本

は

、

今

後

も

様

々

な

機

会

を

捉

え

て

情

報

発

信

し

、

自

衛

隊

へ

の

理

解

と

信

頼

を

深

め

る

た

め

任

務

に

邁

進

し

て

い

く

と

し

て

い

る

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

江

東

出

張

所

（

所

長

江

越

３

海

佐

）

は

８

月

23

日

及

び

26

日

の

２

日

間

、

墨

田

区

に

所

在

す

る

東

京

都

立

橘

高

等

学

校

２

年

生

の

職

業

体

験

に

協

力

し

た

。

一

日

目

は

、

自

衛

隊

の

概

要

や

主

要

装

備

品

に

つ

い

て

の

説

明

、

所

長

自

ら

の

勤

務

経

験

を

紹

介

し

な

が

ら

自

衛

隊

の

多

様

な

仕

事

内

容

に

つ

い

て

解

説

し

た

後

、

市

ヶ

谷

台

ツ

ア

ー

に

参

加

し

て

、

儀

仗

広

場

や

市

ヶ

谷

記

念

館

等

を

見

学

し

、

市

ヶ

谷

に

ま

つ

わ

る

知

識

を

深

め

る

と

と

も

に

、

我

が

国

の

防

衛

を

司

る

施

設

に

漂

う

緊

張

感

を

肌

で

感

じ

て

い

た

。

二

日

目

は

基

本

教

練

体

験

や

ロ

ー

プ

ワ

ー

ク

体

験

等

を

行

い

、

ロ

ー

プ

ワ

ー

ク

体

験

で

は

担

任

の

先

生

も

一

緒

に

参

加

し

な

が

ら

苦

戦

し

て

い

た

「

も

や

い

結

び

」

を

習

得

し

て

達

成

感

を

感

じ

て

い

た

。

参

加

し

た

生

徒

か

ら

は

「

自

衛

隊

の

事

を

深

く

知

る

事

が

で

き

、

ま

た

、

体

を

使

っ

た

多

く

の

体

験

が

で

き

て

、

と

て

も

参

考

に

な

り

ま

し

た

」

と

の

感

想

が

聞

か

れ

た

。

江

東

出

張

所

は

今

後

も

様

々

な

機

会

を

捉

え

学

校

・

地

域

と

交

流

し

、

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

と

信

頼

を

深

め

て

い

く

と

し

て

い

る

。

（

東

京

地

方

協

力

本

部

練

馬

駐

屯

地

業

務

隊

は

11

月

６

日

、

駐

屯

地

体

育

館

に

お

い

て

、

令

和

３

年

度

東

京

都

殉

職

隊

員

追

悼

式

を

行

い

、

90

柱

の

殉

職

隊

員

に

対

し

て

哀

悼

の

誠

を

捧

げ

た

。

追

悼

式

は

相

薗

駐

屯

地

指

令

（

副

師

団

長

）

を

執

行

者

と

し

て

、

殉

職

隊

員

の

遺

族

、

東

京

都

知

事

代

理

原

田

危

機

管

理

監

を

は

じ

め

と

す

る

来

賓

、

陸

海

空

の

自

衛

官

が

参

列

し

、

厳

か

に

執

り

行

わ

れ

た

。

参

列

者

は

第

１

普

通

科

連

隊

儀

じ

よ

う

隊

の

捧

げ

銃

に

合

わ

せ

て

第

１

音

楽

隊

が

吹

奏

す

る

『

国

の

鎮

め

』

が

流

れ

る

中

、

拝

礼

、

黙

と

う

を

捧

げ

た

。

次

に

執

行

者

と

来

賓

代

表

の

東

京

都

知

事

代

理

危

機

管

理

監

、

東

京

都

防

衛

協

会

会

長

代

理

武

内

理

事

長

が

追

悼

の

辞

を

奉

じ

、

御

霊

の

功

績

を

た

た

え

る

と

と

も

に

冥

福

を

祈

っ

た

。

引

き

続

き

献

花

、

追

悼

電

文

披

露

、

遺

族

代

表

挨

拶

、

拝

礼

を

行

い

、

最

後

に

弔

銃

を

行

い

、

式

は

し

め

や

か

に

終

了

し

た

。

師

団

は

10

月

21

日

か

ら

30

日

の

間

、

東

富

士

演

習

場

に

お

い

て

第

１

飛

行

隊

、

第

１

師

団

司

令

部

付

隊

及

び

第

１

音

楽

隊

の

訓

練

検

閲

を

実

施

し

た

。

本

検

閲

は

約

30

キ

ロ

の

徒

歩

行

進

と

師

団

の

陣

地

防

御

を

検

閲

課

目

と

し

て

行

わ

れ

、

師

団

は

９

日

間

に

わ

た

っ

て

各

部

隊

の

練

成

訓

練

の

成

果

を

評

価

し

た

。

訓

練

検

閲

に

当

た

り

統

裁

官

（

師

団

長

）

は

「

創

意

を

尽

く

し

て

積

極

的

に

師

団

の

作

戦

に

寄

与

せ

よ

」

の

一

点

を

要

望

、

戦

闘

支

援

職

種

で

あ

っ

て

も

、

待

ち

の

態

勢

に

陥

る

こ

と

な

く

、

自

ら

考

え

て

行

動

す

る

意

識

を

受

閲

部

隊

隊

員

に

植

え

付

け

た

。

本

検

閲

に

お

い

て

師

団

は

、

受

閲

部

隊

全

隊

員

の

バ

ト

ラ

装

着

に

よ

る

敵

を

意

識

し

た

行

動

の

習

性

化

、

現

地

、

現

物

、

現

実

の

「

３

現

」

に

よ

る

設

想

を

排

除

し

た

実

戦

的

か

つ

厳

し

い

訓

練

を

追

求

し

た

。

飛

行

隊

に

は

、

生

地

の

場

外

着

陸

場

も

活

用

し

つ

つ

、

敵

の

集

結

地

で

あ

る

浜

松

か

ら

我

の

方

面

兵

站

基

地

で

あ

る

関

山

ま

で

の

間

で

、

航

空

偵

察

や

緊

急

患

者

空

輸

等

の

任

務

を

付

与

し

た

。

ま

た

音

楽

隊

に

は

、

司

令

部

付

隊

に

配

属

さ

れ

た

警

備

部

隊

と

し

て

師

団

司

令

部

の

警

備

を

実

施

す

る

傍

ら

、

指

定

充

足

要

員

の

士

気

高

揚

の

た

め

の

音

楽

演

奏

の

任

務

を

与

え

、

音

楽

隊

の

本

職

で

の

実

力

発

揮

の

機

会

を

付

与

し

た

。加

え

て

師

団

司

令

部

付

隊

は

、

演

習

師

団

司

令

部

及

び

統

裁

部

で

勤

務

す

る

司

令

部

勤

務

班

の

要

員

も

受

閲

対

象

と

し

、

全

隊

員

が

戦

術

行

動

前

の

徒

歩

行

進

に

参

加

す

る

と

と

も

に

、

統

裁

部

要

員

も

個

人

装

具

を

常

に

装

着

し

て

統

裁

に

参

加

す

る

こ

と

で

、

平

素

か

ら

勤

務

場

所

等

が

異

な

る

隊

員

の

一

体

感

を

醸

成

す

る

機

会

と

し

た

。

長

期

に

及

ぶ

訓

練

検

閲

で

あ

っ

た

が

、

各

受

閲

部

隊

は

今

ま

で

の

練

成

訓

練

の

成

果

を

遺

憾

な

く

発

揮

し

、

そ

の

任

務

を

完

遂

し

た

10

月

５

日

、

ホ

テ

ル

グ

ラ

ン

ド

ヒ

ル

市

ヶ

谷

に

お

い

て

「

第

19

回

国

民

の

自

衛

官

」

の

表

彰

式

が

行

わ

れ

た

。

第

１

飛

行

隊

岡

崎

３

佐

が

災

害

派

遣

等

34

件

、

延

べ

１

６

５

日

間

に

わ

た

り

活

動

す

る

と

と

も

に

約

23

年

間

、

操

縦

士

と

し

て

４

８

０

０

時

間

の

無

事

故

飛

行

継

続

、

教

官

と

し

て

後

輩

を

育

成

し

た

功

績

で

受

章

し

た

。

（

第

１

師

団

司

令

部

総

務

課

広

報

班

）

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

山

下

陸

将

補

）

は

、

10

月

20

日

か

ら

22

日

ま

で

の

間

、

東

京

都

と

連

携

し

、

東

京

ビ

ッ

グ

サ

イ

ト

で

開

催

さ

れ

た

「

危

機

管

理

産

業

展

（

Ｒ

Ｉ

Ｓ

Ｃ

Ｏ

Ｎ

Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ｙ

Ｏ

）

２

０

２

１

」

に

お

い

て

広

報

ブ

ー

ス

を

出

展

し

た

。

ブ

ー

ス

で

は

、

陸

・

海

・

空

自

衛

隊

の

活

動

や

災

害

時

に

役

立

つ

身

近

な

も

の

を

使

っ

て

行

う

応

急

処

置

（

東

京

地

本

Ｌ

Ｉ

Ｆ

Ｅ

Ｈ

Ａ

Ｃ

Ｋ

）

の

映

像

を

放

映

す

る

と

と

も

に

、

本

年

７

月

に

発

生

し

た

静

岡

県

熱

海

市

の

土

砂

災

害

に

お

け

る

災

害

派

遣

活

動

を

紹

介

す

る

写

真

パ

ネ

ル

を

展

示

し

た

ほ

か

、

退

職

自

衛

官

の

就

職

援

護

制

度

や

予

備

自

衛

官

等

制

度

に

つ

い

て

も

紹

介

し

た

。

東

京

地

本

の

ブ

ー

ス

を

訪

れ

た

方

々

か

ら

は

災

害

派

遣

活

動

へ

の

労

い

の

言

葉

の

ほ

か

、

「

退

職

自

衛

官

を

採

用

す

る

場

合

は

、

ど

の

よ

う

な

手

続

き

が

必

要

か

」

「

予

備

自

衛

官

に

な

り

た

い

が

ど

う

す

れ

ば

い

い

の

か

」

等

の

質

問

が

あ

り

、

自

衛

隊

へ

の

関

心

が

高

ま

っ

て

い

る

こ

と

が

伺

え

た

。

東

京

地

本

は

、

今

後

も

様

々

な

機

会

を

捉

え

て

情

報

発

信

し

、

自

衛

隊

へ

の

理

解

と

信

頼

を

深

め

る

た

め

任

務

に

邁

進

し

て

い

く

と

し

て

い

る

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

江

東

出

張

所

（

所

長

江

越

３

海

佐

）

は

８

月

23

日

及

び

26

日

の

２

日

間

、

墨

田

区

に

所

在

す

る

東

京

都

立

橘

高

等

学

校

２

年

生

の

職

業

体

験

に

協

力

し

た

。

一

日

目

は

、

自

衛

隊

の

概

要

や

主

要

装

備

品

に

つ

い

て

の

説

明

、

所

長

自

ら

の

勤

務

経

験

を

紹

介

し

な

が

ら

自

衛

隊

の

多

様

な

仕

事

内

容

に

つ

い

て

解

説

し

た

後

、

市

ヶ

谷

台

ツ

ア

ー

に

参

加

し

て

、

儀

仗

広

場

や

市

ヶ

谷

記

念

館

等

を

見

学

し

、

市

ヶ

谷

に

ま

つ

わ

る

知

識

を

深

め

る

と

と

も

に

、

我

が

国

の

防

衛

を

司

る

施

設

に

漂

う

緊

張

感

を

肌

で

感

じ

て

い

た

。

二

日

目

は

基

本

教

練

体

験

や

ロ

ー

プ

ワ

ー

ク

体

験

等

を

行

い

、

ロ

ー

プ

ワ

ー

ク

体

験

で

は

担

任

の

先

生

も

一

緒

に

参

加

し

な

が

ら

苦

戦

し

て

い

た

「

も

や

い

結

び

」

を

習

得

し

て

達

成

感

を

感

じ

て

い

た

。

参

加

し

た

生

徒

か

ら

は

「

自

衛

隊

の

事

を

深

く

知

る

事

が

で

き

、

ま

た

、

体

を

使

っ

た

多

く

の

体

験

が

で

き

て

、

と

て

も

参

考

に

な

り

ま

し

た

」

と

の

感

想

が

聞

か

れ

た

。

江

東

出

張

所

は

今

後

も

様

々

な

機

会

を

捉

え

学

校

・

地

域

と

交

流

し

、

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

と

信

頼

を

深

め

て

い

く

と

し

て

い

る

。

（

東

京

地

方

協

力

本

部

地区防衛協会コーナー地区防衛協会コーナー

第１師団第１師団

東

京

都

殉

職

隊

員

追

悼

式

ー

哀

悼

の

誠

を

捧

ぐ

ー

東

京

都

殉

職

隊

員

追

悼

式

ー

哀

悼

の

誠

を

捧

ぐ

ー
第１普通科連隊隊員

による弔銃

第１普通科連隊隊員

による弔銃

第

２

回

師

団

訓

練

検

閲

３

個

部

隊

評

価

第

２

回

師

団

訓

練

検

閲

３

個

部

隊

評

価

士気高揚の為に音楽演奏する

第１音楽隊

士気高揚の為に音楽演奏する

第１音楽隊

指揮所警備する

第１師団付隊の隊員

指揮所警備する

第１師団付隊の隊員

国

民

の

自

衛

官

表

彰

式

国

民

の

自

衛

官

表

彰

式

第１９回国民の自衛官

表彰式で受賞する岡崎３佐

第１９回国民の自衛官

表彰式で受賞する岡崎３佐

東京地本東京地本

産

業

展

で

自

衛

隊

の

活

動

紹

介

産

業

展

で

自

衛

隊

の

活

動

紹

介

産業展において

自衛隊の活動を紹介

産業展において

自衛隊の活動を紹介

都

立

高

校

の

職

業

体

験

に

協

力

都

立

高

校

の

職

業

体

験

に

協

力

都立高校の職業体験に

協力する地本職員

都立高校の職業体験に

協力する地本職員

東

京

都

防

衛

協

会

か

ら

の

お

知

ら

せ

東

京

都

防

衛

協

会

か

ら

の

お

知

ら

せ

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

ホ

ッ

ト

な

情

報

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

ホ

ッ

ト

な

情

報

事

務

局

長

会

事

務

局

長

会

青

年

部

会

総

会

青

年

部

会

総

会

狛

江

市

狛

江

市

会議を主催する

栗山欽行 会長

会議を主催する

栗山欽行 会長

品

川

区

品

川

区
東京地本の行う入隊・

入校激励会

東京地本の行う入隊・

入校激励会

武

蔵

野

市

武

蔵

野

市

吉祥寺秋祭り

神官を先頭に

街中を渡御

吉祥寺秋祭り

神官を先頭に

街中を渡御

https://www.youtube.co

m/watch?v=RngVvHNtojo

https://www.youtube.co

m/watch?v=RngVvHNtojo

護衛艦「いずも」

での発着艦検証作業

護衛艦「いずも」

での発着艦検証作業

下記のＱＲコードから又は北関東防衛局、

南関東防衛局のＨＰから申込み下さい

下記のＱＲコードから又は北関東防衛局、

南関東防衛局のＨＰから申込み下さい

「日本の牛腸開発」

～宇宙領域の安定的

な利用のために～

「日本の牛腸開発」

～宇宙領域の安定的

な利用のために～

「首都直下地震に

備えよ」

「首都直下地震に

備えよ」


